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1.はじめに

道路橋床版の劣化要因となる漏水や凍結防止剤に含

まれる塩化物イオン浸入の防止を目的として，高速道

路のコンクリート床版には床版防水層を設置する．グ

レードⅡに適合する床版防水層は，現場において降雨や

多湿が続くと施工できないため，工程に影響を及ぼす

可能性が高い．また，約 30 年ごとに行われる橋梁レベ

リング層を含む舗装打替工事時に再施工する必要があ

る．そこで，超高強度繊維補強コンクリート(以下，

UFC)を防水層として利用することで，現場における床

版防水層(グレードⅡ)の施工と更新を不要とするプレ

キャスト PC 床版(以下，UFC 複合床版)を開発した．

UFC 複合床版同士の接合部にも UFC を用いた工法を採

用し，橋面全体を UFC で防水した．しかし，地覆立上

げ部は壁高欄と床版立上げ部との境界面からの漏水が

懸念されるため，端部防水層(グレードⅡ)および端部保

護材を施工している 1)．

本稿では，施工時の天候に左右されず，舗装打替工事

のたびに再施工する必要のない地覆立上げ部の防水構

造を検討した結果を報告する．

2.要求性能と防水構造

UFC 複合床版および UFCによる床版接合部の設計耐

用年数は，橋梁の設計供用期間と同じ 100 年であるた

め，本構造でも，同様の要求性能とした．

端部防水層(グレードⅡ)の代替にシーリング材を用

いて防水し，端部保護材の代替にポリマーセメントモ

ルタル(以下，PCM)を用いて，舗設による衝撃や熱，供

用後の紫外線劣化などからシーリング材を保護する構

造とした．壁高欄施工後に後追い施工可能なことに加

え，降雨時も養生により施工可能なためクリティカル

パスにならない。フルプレキャスト壁高欄の使用を想

定した現在の構造と検討構造の構成比較を図-1 に示す．

3.性能照査の概要

性能照査は，コンクリート床版における床版防水層

に適用される性能照査試験 2），3）を準用した．当該試験
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図-1 構成比較
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表-1 供試体への負荷

性能照査 30 年相当の負荷 100 年相当の負荷

耐薬品性 15 日間浸せき 50 日間浸せき

温度変化および

薬品負荷
30 回繰返し 100 回繰返し

ひび割れ開閉負荷 480 万回繰返し 1,600 万回繰返し

は，供試体に高速道路における供用 30 年相当の負荷を

与えることを想定している．本検討は 100 年の耐久性

を評価するため，単純に負荷を 3.3 倍とした．性能照査

の方法を図-2に，供試体への負荷を表-1に示す．なお，

シーリング材は PCMにより保護されているためアスフ

ァルト舗設の影響を考慮せず，PCM は端部保護材とし

て使用される塗料と異なる材料なので耐候性のみを評

価した．

4.性能照査

耐久性や施工性の観点から，変成シリコーン系およ

びエポキシ樹脂系のシーリング材を 2 種類選定し，30

年および 100 年相当の負荷を与える試験を第三者機関

で実施した．試験ケースを表-3に示す．
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4.1 材料に対する性能照査

（1）照査方法

耐薬品性試験(防水便覧記載の試験法)を実施した．

供試体は，鋼板にシーリング材を 150mm × 100mm × 

t10mm の寸法に塗布して作製し，温度 23±2°C，相対湿

度 50±10%の試験室で養生した．その後，各種試験液に

50 日間浸せきした．

（2）照査結果

目視検査の結果，表面のひび割れおよびふくれ，穴あ

き，破断，深さ 2mm を超える接着破壊および凝集破壊

は認められない．Case.MS および EP 共に 100 年相当の

耐アルカリ性および耐塩水性を有することを確認した．

4.2 構造に対する性能照査

（1）照査方法

温度変化および薬品負荷試験，ひび割れ開閉負荷試

験後に防水性試験Ⅱ(それぞれ防水便覧記載の試験法)

を実施した．300mm × 300mm × t110mm の供試体を作製

した(図-3)．UFC 複合床版とフルプレキャスト壁高欄

を模擬した基材を突き合わせて固定した．その後，上部

の溝に表-3 に示した防水用のシーリング材を施工し，

その表面を PCM で保護した．試験に使用した材料諸元

を表-4に示す．

供試体に寒冷な地域を対象とする-30°C から 50°C(最

高最低温度差 80°C)の温度変化と飽和水酸化カルシウ

ムによる薬品負荷を与えた．次に，供試体を中央で二等

分(300mm × 150mm)し，9.3Hz 程度の周波数でひび割れ

開閉負荷試験を実施した．その後，供試体の中央部から

75mm × 75mm の試験片を採取し，外周をエポキシ樹脂

で固めた．コンプレッサを用いてウラニン水溶液を 24

時間加圧した後，供試体を割裂して漏水のないことを

確認した．なお，本構造は直接，輪荷重を受けないため，

圧力を 0.1MPa に減じた．

（2）照査結果

耐候性照査のため温度変化および薬品負荷試験の終

了後，目視検査により PCM に膨れや割れ，剥がれなど

の著しい変状がないことを確認した．また，防水性試験

Ⅱの結果，シーリング材の下面にウラニン溶液が浸透し

ないことを確認した(図-4)．Case.MS は 100 年相当の，

表-3 試験ケース

Case. 主成分による区分 製品形態による区分

MS 変性シリコーン系 2 成分形

EP エポキシ樹脂系 2 成分形

図-3 供試体の側面(Case.MS)

表-4 使用材料の圧縮強度試験結果

構 成 種 類 圧縮強度(N/mm2)

UFC 複合床版部 UFC 180.6

壁高欄部 コンクリート  54.7

保護部 PCM  41.4

図-4 ウラニン溶液の浸透確認(Case.MS100年相当負荷後)

表-5 試験結果まとめ

性能照査

Case.

30 年相当 100 年相当

耐薬

品性

防水性

試験Ⅱ

耐薬

品性

防水性

試験Ⅱ

MS 合 格 合 格 合 格 合 格

EP 合 格 合 格 合 格 -※

※試験計画中

Case.EP は 30 年相当の防水性能を有することを確認し

た．試験結果のまとめを表-5に示す．

5.まとめ

各種性能照査により，本構造は端部防水層(グレード

Ⅱ)の要求性能を満たすことを確認した．引き続き，

Case.EP における 100 年相当の防水性能を検証する．

今後は，現場適用に向けて施工性向上の検討を進め

ていく．

UFC 複合床版部壁高欄部

防水用のシーリング材

20mm

90mm

150mm150mm

25mm

30mm

保護部
グリーンカット

プライマー塗布

縁切り

UFC 複合床版部壁高欄部

保護部

防
水
用
の
シ
勖
リ
ン
グ
材

V-786 令和5年度土木学会全国大会第78回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - V-786 -


